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◆活動の目的・理念

取組の概要

● 「プログラミング教室」
・ プログラミングの楽しさを味わうとともに達成感を感
じられることをねらいとする。
・ 自分が組んだプログラムが、ロボットカーの動きに
変換されることを実際に体験する。
・ ロボットカーが目標物を回ってスタート地点に戻る
ことができるように、プログラムの修正を行う。

＜主な取組内容＞
時間帯 活動内容

月
火 13:30～15:30 プログラミング教室
水 13:30～15:30 プログラミング教室
木 13:30～15:30 プログラミング教室
金 13:30～15:30 プログラミング教室
土

ロボットカーの動きを確認しよう！

事業を実施して

● 地域の教育力を活かし、子どもとの交流を深める。
● 児童が安全で安心して活動できる場や機会を創造する。

児童の感想
・ 最初は思った方に車が進まなかったけど、少しずつプログラム
を直したら上手に回れるようになってうれしかった。
・ 音センサーでロボットが動くのも楽しかった。

● 実物に触りながら
Scratchなどのソフトを利用し、パソコンやタブレット上でプログラ
ミングに親しむ児童も増えてきたが、実際に物を動かす体験をで
きる機会はまだ限られている。本教室では、ねらいどおりに車を 動
かそうと試行錯誤する作業を通して、楽しみながらより深く理解し
たり達成感を味わったりしている様子がみられた。
● 友だちと一緒に
自分と友だちのプログラムや実際の車の動きを比較することに

よって、 プログラムの意図を理解していた。

＜特色ある取組＞

プログラムを見直してみよう

【成果】
● 活動時間を十分に確保して実施できたので、子ども
たちが笑顔で意欲的に活動に取り組むことができた。
● ５,６年生はリピート率が高く、慣れた様子で取り組ん
でいた。開始から６年が経過し、子どもたちの間にプログ
ラミングへの興味・関心が高まってきたようである。

【課題】
● 教室継続のためには、次世代の指導者が必
要である。後継者については、公民館や学校と
連携して確保していきたい。
● 今後は児童のプログラミングへの興味・関心を
一層高め、発想力、思考力の向上を図りたい。


